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BI 法が最適となることを示している。乙れは透過波と乙れに隣接する 1 次の回折波を用いて結像する
方法であり，格子欠陥の像はシャープな像となることおよび 1 枚の写真で欠陥の同定が可能となる乙と
等を示している。
次に薄い結晶に多波結像法を適用し，対物レンズの球面収差を焦点外れによる波面収差で相殺し，高
分解能像を得る無球面収差結像法を提案し，乙れの原理と応用について述べている。
また，結晶の格子像を観察しうる最大膜厚を各種加速電圧について理論的に求め，乙れを MgO 結晶
を用いた実験と対比して，その正しい乙とを確めている。
以上のように本論文は多波結像法による結晶の電子顕微鏡像コントラストを精密に解釈し，乙れによ
り結晶の構造を研究する方法を述べたものであり，材料学，結晶学，電子顕微鏡学等の応用物理学の分
野に寄与するところが多い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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